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この原稿のテーマの通り、私は大学院への進学

をお勧めしたいと思います。これから進路を考え

ようとする皆さんの目に留まって少しでも参考に

なればうれしいです。

私は、臨床研修を機にう蝕学分野に入局し、そ

のまま大学院でもお世話になっていますので、早

いもので４年が経ちます。大学院生としてもまと

めの時期となりました。振り返ってみると、実際

は学部を卒業して研修医になるまで大学院という

選択肢はありませんでした。総合診療部での臨床

実習で、現在も研究・臨床と指導いただいている

先生から一緒に研究もしてみないかと声をかけて

いただいたことがきっかけでした。

大学院は歯科医師としての私の人生を転換した

といっても過言ではありません。 印象に残るの

は、大学院生となった年の夏にアメリカの研究所

に訪問の機会をいただいたことでしょうか。英語

がまるで話せない状態で、各国から集まった研究

者とのランチタイムで勇気が出ずに一言も発する

ことが出来ず、というトラウマになりそうな刺激

的な体験から始まった大学院生活でした。今では

それが大学院生活に必要な英語の良いモチベー

ションとなっています。といってもまだまだ英語

の能力は拙いものですが。研究のテーマは口腔内

バイオフィルムで、いわゆる歯垢、プラークといっ

たものを扱っています。このバイオフィルムは水

と細菌が付着できる足場さえあればどこにでも存

在できるという性質上、医学系のみならず、農学

系、工学系分野でも数多く研究されています。そ

のため国内外の歯科以外の分野の研究者の方とも

交流することができ、人間性の幅、視野が広がっ

たと実感しています。

進路に迷う学生は多いかと思います（自分自身

もそうだったように）。今思うと、時間の作れる学

生の頃から研究に携わってみて、進路選択の時に

研究も身近なものとして捉えられると、歯科医師

として資格を取得し、腕を磨いて開業というばか

りでなく、教育、研究へと幅広く携われる、将来

設計が可能になるのではないかと思います。ただ、

いざ国家試験に受かって、研修医として臨床を経

験し、一度経済的に自立すると、再び学生に戻っ

て両親に負担をかけてしまうという思いから選択

肢に入らないという親孝行な方もいるかもしれま

せん。しかし、奨学金、学生教育のお手伝いをす

るティーチングアシスタントをはじめとする様々

な形での経済的バックアップを学部、所属講座か

ら支援頂けるかと思います。なにより、大学院４

年間はお金では買えない貴重な人生経験となるは

ずです。

とは言っても、大学院に入って研究をすると周

囲の同期生に臨床で遅れを取ってしまうと危惧が

頭につきまといます。でも視点を変えれば、研究

で培った、情報の取捨選択、問題解決能力論理的
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思考が臨床の場でも大いに役立ってくると思いま

す。研究ではそれぞれ違う分野で日々頑張ってい

るのですが、私のような臨床講座の大学院生は臨

床の場ではお互いの専門分野のことを聞き合った

り、症例の悩みを相談したり、自分で望めば常に

最先端の治療技術の情報を得ることが可能である

という環境は整っています。

日々の臨床と細菌に振り回される研究で忙しく

も充実した日々を送っていますが、この経験は、

この先自分が研究または臨床の道、いずれに進む

としても必ず糧となりステップアップの土台と

なってくれることは間違いないと思います。皆さ

んも是非大学院で将来の飛躍の為の自分磨きはい

かがでしょうか。

― 42 ―



生体歯科補綴学分野 北 見 恩 美

生体歯科補綴学分野４年の北見恩美です。大学

院の正式な分野名は覚えにくいのですが、学生の

みなさんが『クラブリ』と呼んでいる分野が、私

が所属する『生体歯科補綴学分野』です。今回い

ただいたテーマは「大学院へ行こう」ということ

で、私が大学院に進学したきっかけをお話しさせ

ていただこうと思います。

私が補綴に興味を持ったのは６年生の臨床実習

でした。私の担当させていただいた患者様は上顎

前歯部のブリッジの仮歯が何度も取れてきてしま

う方でした。冠ブリッジ診療室の先生にご指導い

ただきながら何ヶ月もかけて調整し、仮歯がとれ

ない形態に調整をしました。最終補綴にあたり、

先生から①仮歯の形をどのように最終補綴物に反

映させるか ②適切なアンテリアガイダンスはど

のようにして決定するのかというレポートを課さ

れました。どんなに教科書を読んでもわからない。

図書館に行ってもどの本を読んでいいのかわから

ない。暗い気持ちのままレポートを提出した時に

先生に「最終補綴に反映するにはカスタムインサ

イザルテーブルを使う方法があるよ。」と教えてい

ただきました。呪文？？ そのうえ「適切なアン

テリアガイダンスを決定する方法があったら僕が

教えて欲しいくらいだ。」と言われ、補綴の奥深さ

と難しさを知りました。大学の講義で学んだ範囲

だけでなく、もっともっと知らなくてはならない

ことがたくさんあると思いました。６年生の皆さ

んは今頃ちょうど実際の臨床のむずかしさに触

れ、もっとうまくなりたいと思っている時期なの

ではないでしょうか？ 私も手を動かして早く一

人前になりたいと思う気持ちが強く、卒業後は大

学を離れ１年間一般診療所で臨床研修を行いまし

た。研修中にもっと考えなくてはいけないはずな

のに、何が問題なのかもわからない。手が動くだ

けじゃダメなんだと実感しました。（まぁ手も動い

ていなかったのですが。）そんな時、６年生の時の

呪文のような治療方法を思い出し、もう一度大学

に戻って勉強しようと決めました。

ここで大学院の生活を少しご紹介します。私が

所属する生体歯科補綴学は文武両道ならぬ臨研

（臨床と研究）両道の医局です。補綴の勉強と同

時に、私は骨の研究をしています。両方を一緒に

続けていくのは時には苦しいこともありますが、

生活はとても充実していて楽しく過ごしていま

す。大学院に進学して幸せだと思っていることの

１つに一緒に頑張れる仲間とライバルができたこ

とがあります。外来では他分野の同期の大学院生

にそれぞれの専門について相談しています。一人

の患者様を同期と一緒に治療する機会もあり、互

いに切磋琢磨することができます。学会では国内

外問わず他大学の大学院生とも知り合う機会があ

り、常に刺激を受け、よきライバルです。大学院

の間にできた友達は世界に目を向けている人達も

多く、大学院に入学しなければ知り合うことはで

きなかったと思います。将来臨床医になるのに大

学院は必要なのかと感じる方も多いかと思いま

す。大学院は専門医を取るためだけではなく、「物
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事の考え方を学ぶ場」だと思っています。学位研

究を通して理論的な考え方、プレゼンテーション

の方法を学びます。これらのスキルは歯科医師と

して一人前になってから症例発表をするときに必

ず必要になります。その症例の現状を把握し、原

因を考え、治療をする。そして最も大切なのは治

療後の考察です。これができていない症例発表は

ただの自慢話になってしまいます。

大学院進学は時間的な面、経済的な面でハード

ルが高いと感じるかもしれません。でも、その世

界を見てみないとわからないことは必ずありま

す。まずは興味のある医局に遊びに行ってみてく

ださい。大学院生の楽しい姿も苦しい姿も見ると、

自分の将来にも違った姿が見えてくるかもしれま

せんよ。
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医歯学総合研究科口腔生命福祉学専攻 中 澤 亜香里

大学院２年目。私は口腔生命福祉学科を卒業し、

新潟大学医歯学総合病院で歯科衛生士として働き

ながら大学院で学んでいます。勉強があまり好き

でなく、生まれも育ちも新潟で比較的のほほんと、

なるようになると思い生きてきた私が大学院に入

学するなんて２年前はこれっぽっちも考えていま

せんでした。ましてや歯学部ニュースに大学院に

ついて書くなんて思ってもいなく、お話をいただ

いた歯診の某S 先生を若干恨みながら（笑）パソ

コンに向かって必死に書いています。こんな私が

大学院に入って感じたことを少しでも後輩に伝え

ることができればと、大変恐縮ですが書かせてい

ただきます。

私が入学する前に大学院について感じていたこ

とは、①頭がいい人、研究熱心な人が行くところ。

②働きながら研究なんて無理そう。③そもそも研

究って何すればいいの。

大体こんなあほらしいことを感じていて、入学

することに迷いがありました。しかし、大学病院

に就職することが決まり「大学病院にいるのに大

学院に行かないのはもったいないかも。２年で卒

業だしなんとかなるか。」と考えるようになり入学

に至りました。明確な理由はなく、とても単純で

す。（こんなこと書いたら怒られそうですが……。）

そんなこんなで私の社会人院生としての生活が始

まります。

１年目は、右も左もわからない新人歯科衛生士

として外来で働き、終業後に授業に出るという形

が主でした。慣れない生活の中で、仕事、授業、

課題をこなすことを大変だと感じることはありま

したが、授業は院内の先生だけでなく、院外の先

生や、学生の頃はあまり関わりのなかった歯学科

の先生から授業を受けることもあり、新鮮に感じ

ることも多かったように思います。歯科の分野と

社会福祉学の分野を深く学べることで、物事の見

方や考え方を改めること、知識を深めることがで

き、視野の拡大に繫がりました。また、学んだこ

とを外来で接する患者様に実際に還元できること

は嬉しく感じました。「２年で終わる」と考えてい

た私は、「２年しかない」と感じるようになってい

ました。だんだん仕事と院の生活に慣れてきた頃

に研究も始めていきます。私は外来で働いていて

感じたことをヒントに研究のテーマを決め、今は

９月の学会発表に向け準備の真っ最中です。何も

分からない私を手とり足とりご指導して頂いてい

る先生方には、本当に感謝でいっぱいです。

軽い気持ちで入った大学院ですが、楽しく学び

ながら無事２年生になり３ヶ月が経ちました。本

当にあっという間です。私のような人間が続けら

れるので、①も②も大丈夫です。③は先生方の厚

いご指導のもとで行えます。

２年間という短い期間ではありますが、実りあ

るものにするには自分自身で学ぶ姿勢をもつこと

の大切さを改めて感じました。それは臨床の面で

も強く感じています。学生の頃だけの知識や技術

だけでは全然足らず、教科書通りにならないこと、

知識と実際の口腔内を関連付けることの難しさを

感じています。学び続けることの大切さを痛感す

る毎日です。そんな当たり前のことを再認識でき、

社会人、歯科衛生士、人としてまだまだ未熟な自
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分の様々な変化に繫がったことはとても貴重なこ

とだと思います。

充実した院生活を送ることができているのは、

先生方をはじめ同期３人、歯科衛生士の先輩方や

多くの方々に支えていただいているおかげです。

職場の同期でもある一人には同じ環境であること

もあり、励まし合ってきました。もう一人の同期

も今年から院に入り、忙しそうにしています。入

るタイミングや理由はそれぞれですが、得るもの

はきっと多いと思います。拙い文章でしたが、少

しでも興味をもっていただければ幸いです。
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